
医学部 2024 年　聖マリアンナ医科大学（前期）

2024年度　聖マリアンナ医科大学（前期）

医学部 試験時間：90分 k 全問必答

! 以下の (1)～(3)の ア ～ カ にあてはまる適切な数を解答用紙の所定の欄に記入せよ。

(1) 次の表は 6人の生徒 A～Fの数学，物理の小テストの得点と 6人の平均点であるが，Dの数学の得点の

み表示されていない。

A B C D E F 平均

数学 8 8 6 8 10 7

物理 5 7 4 4 4 6 5

Dの数学の得点は ア であり，この 6人の数学の得点の分散を既約分数で答えると イ であ

る。また，この 6人の数学と物理の得点の相関係数は
ウ

38
である。

(2) 3次方程式 x3 + 3
p
4x+ 4 = 0の 3つの解を ®，¯，°とするとき，

®+ ¯+ ° = エ

(10
3
p
2¡ ®)(10

3
p
2¡ ¯)(10

3
p
2¡ °) = オ

である。

(3) aを実数とし，(x¡ a)2 で割り切れる 3次多項式 f(x)を考える。f(x)の係数がすべて実数で，x3 の

項の係数が 1，f(3) = 3，f0(3) = 1であるとき，aの値を求めると a = カ である。



医学部 2024 年　聖マリアンナ医科大学（前期）

" 3辺の長さが AB = 2，BC = 3，AC = t（1< t< 5）である4ABCの辺 AC上に点 Dをとる。ま

た，ÎABD = ®，ÎCBD = ¯，ÎADB = µとする。

以下の (1)～(3)の キ ～ タ に当てはまる適切な数または式を解答用紙の所定の欄に記入せよ。

(1) sin® = sin¯のとき AD = キ tであり，2 sin® = sin¯のとき AD = ク tである。

(2) 2 sin® = sin¯とする。このとき，4ABD，4CBDに余弦定理をそれぞれ用いて，cosµ，cos(180±¡µ)

を BDと tを用いた式で表すと

cosµ =
16BD2 + ケ

8tBD

cos(180± ¡ µ) =
16BD2 + コ

24tBD

である。

(3) 2 sin® = sin¯とし，BD = sとおく。sを用いて t2 を表すと t2 =
サ

3
である。また cos®を

sを用いて表すと，

cos® =
16s2 + シ

ス s

である。cos®を sの関数と考えて，その最小値を求めると セ である。また，cos®が最小値を

とるときの s，tの値を求めると s = ソ ，t = タ である。

# aを正の実数，eを自然対数の底，f(x) = e
x + e¡x

2
とし，座標平面上の曲線 y = f(x)（0 · x · a）

を Ca で表す。Ca の長さは

L(a) =
Z a

0

C

1 + ff0(x)g2 dx

である。

また g(x) = e
x ¡ e¡x

2
とおくとき，

f0(x) = g(x)，g0(x) = f(x)，ff(x)g2 ¡ fg(x)g2 = 1

が成り立つ。以下の (1)，(2)，(4)の チ ～ ト にあてはまる適切な数，および (3)，(4)に対す

る解答を解答用紙の所定の欄に記入せよ。

(1)
g(a)
L(a)

の値は チ である。

(2) L(a) = 1のとき f(a)の値と aの値を求めると f(a) = ツ ，a = テ である。

(3) L(a) = 1のとき Ca 上に点 Pk(xk; f(xk))（k = 0，1，2，ÝÝ，n）をとり，Ca の長さを n 等分す

る。ただし n は正の整数であり，0 = x0 <x1 <x2 <ÝÝ<xn = aとする。このとき

lim
n!1

1
n

n
P

k=1
f(xk) =

Z 1

0

C

1 + t2 dt

となることを示せ。

(4) t = g(u)という置換を用いて，定積分
Z 1

0

C

1 + t2 dtを計算すると，その値は ト である。また

解答用紙の所定の欄に ト の計算過程を記せ。
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$ 以下の (1)～(3)に対する解答を解答用紙の所定の欄に記入せよ。

(1) 次の ナ ， ニ にあてはまる数を答えよ。

4n + 1（n = 1，2，3，ÝÝ）で表される自然数を考える。この形の数のうち，小さい方から 5番目の

素数は ナ で，小さい方から 5番目の合成数は ニ である。

(2) aを自然数とする。aを用いて，次の文中にある bを表せ。

pn = an + 1（n = 1，2，3，ÝÝ）とする。どのような自然数mに対しても，k = bm+ 1とおくと

pk = b(am+ 1)となる。

ここで b，am+ 1はともに 1より大きい自然数なので，pk は合成数である。

(3) c，d，eを自然数として qn = cn2+ dn+ e（n = 1，2，3，ÝÝ）とする。c，d，eがどのような自然

数であっても，qn で表される数の中には合成数となるものがあることを示せ。



医学部 2024 年　聖マリアンナ医科大学（後期）

2024年度　聖マリアンナ医科大学（後期）

医学部 試験時間：90分 k 全問必答

! 以下の (1)～(3)の ア ～ ケ にあてはまる適切な数を解答用紙の所定の欄に記入せよ。

(1) 正二十面体の各面は正三角形である。この立体の頂点の個数は ア 個であり，辺の本数は イ

本である。

(2) 2点 P0(1; 1; 2)，P1(¡1; 0; 4)を通る直線と平面 z = 0の共有点の座標は # ウ ; エ ; 0;
である。また原点 Oから直線 P0P1 に下ろした垂線 OHの長さは

D

オ

3
である。

(3) µ = 3
10
¼とおく。このとき，sin 3µ+ cos 2µ = カ となる。

したがって sinµは

4 sin3 µ+ キ sin2 µ¡ ク sinµ¡ 1 = 0

を満たす。これより sinµの値を求めると，sinµ =
ケ

4
となる。



医学部 2024 年　聖マリアンナ医科大学（後期）

" 自然数 n に対して，有理数 an，bn を

an + bn
p
5 = $ 1 + p5

2
<n ÝÝ (¤)

を満たすように定める。以下の (1)，(2)に対する解答と (3)，(4)の シ ～ タ にあてはまる適切

な数を解答用紙の所定の欄に記入せよ。

(1) 二項定理を用いて式 (¤)の右辺を展開して，

an =
A
P

k=0
nC2k $ p52 <2k # 1

2
;n¡2k

bn =
B
P

k=0
nC2k+1 $ p52 <2k # 1

2
;n¡2k

と表すとき，A = コ ，B = サ である。 コ ， サ にあてはまるものを，次の選

択肢からそれぞれ選び，その記号を答えよ。ただし，実数 xに対して [x]は xを超えない最大の整数を

表すものとする。

【選択肢】

a � n ¡ 1
2

— b � n
2
— c � n + 1

2
— d � n

2
—+ 1 e � n

2
—+ 2

(2) 自然数 n に対して，有理数 cn，dn を

cn + dn
p
5 = $ 1¡p5

2
<n

を満たすように定める。cn，dn を an，bn を用いてそれぞれ表せ。

(3) an，bn の一般項は

an = シ $ 1 + p5
2

<n + ス $ 1¡p5
2

<n
bn = セ $ 1 + p5

2
<n ¡ ソ $ 1¡p5

2
<n

となる。なお シ ～ ソ は n を含まない数である。

(4) lim
n!1

an
bn
= タ である。

# 実数の閉区間 A = [¡1; 3]，B = [¡2; 1]と関数 f(x) = 3x4 ¡ 4x3 ¡ 12x2 を考える。

以下の (1)～(5)の チ ～ フ にあてはまる適切な数を解答用紙の所定の欄に記入せよ。

(1) f(3)の値を求めると f(3) = チ である。f(x)の Aにおける極大値，最大値，最小値を求める

と，極大値は ツ ，最大値は テ ，最小値は ト である。

(2) yに関する条件「f(x) = yを満たす A [Bの要素 xが存在する」が真となる yの範囲は ナ ·

y · ニ である。

(3) yに関する条件「f(x1) = yを満たす Aの要素 x1 が存在する，または f(x2) = yを満たす Bの要素

x2 が存在する」が真となる yの範囲は ヌ · y · ネ である。

(4) yに関する条件「f(x) = yを満たす A \Bの要素 xが存在する」が真となる yの範囲は ノ ·

y · ハ である。

(5) yに関する条件「f(x1) = yを満たす Aの要素 x1 が存在し，かつ f(x2) = yを満たす Bの要素 x2

が存在する」が真となる yの範囲は ヒ · y · フ である。



医学部 2024 年　聖マリアンナ医科大学（後期）

$ f(x) = x(x¡ 1)(x¡ 3)とし，座標平面上の曲線 y = f(x)と直線 y = mx（mは実数）は 3点

O(0; 0)，P(x1; mx1)，Q(x2; mx2)（0<x1 <x2）を共有するものとする。

以下の (1)～(3)の ヘ ～ メ にあてはまる適切な数および (4)に対する解答を解答用紙の所定

の欄に記入せよ。

(1) mの範囲を求めると ヘ <m< ホ である。

(2) x21 + x
2
2，x

3
1 + x

3
2，x

4
1 + x

4
2 をmを用いた式で表すと，

x21 + x
2
2 = マ m+ 10

x31 + x
3
2 = ミ m+ 28

x41 + x
4
2 = 2m

2 + ム m+ 82

となる。

(3) 線分 OPと曲線 y = f(x)の囲む部分の面積を S1，線分 PQと曲線 y = f(x)の囲む部分の面積を S2

とするとき，S1 : S2 = 1 : 2となるようなmの値を求めるとm =
メ

3
である。

(4) (3)のmの値の計算過程を記せ。



医学部 2024 年　聖マリアンナ医科大学（前期）

2024年度　聖マリアンナ医科大学（前期）

医学部 （略解） k 証明，図示などは省略

!

(1) ア：2 イ： 19
3

ウ：5
p
19

(2) エ：0 オ：2024

(3) カ：5

"

(1) キ： 2
5
ク： 1

4

(2) ケ：t2 ¡ 64 コ：9t2 ¡ 144

(3) サ：¡6s2 + 84 シ～ス： 16s
2 + 27
48s セ：

p
3
2

ソ： 3
p
3
4

タ：
p
19

#

(1) チ：1

(2) ツ：
p
2 テ：log(1 +

p
2)

(3) 証明は省略

(4)
1
2
f
B

2 + log(1 +
B

2)g

$

(1) ナ：37 ニ：45

(2) b = a+ 1

(3) 証明は省略



医学部 2024 年　聖マリアンナ医科大学（後期）

2024年度　聖マリアンナ医科大学（後期）

医学部 （略解） k 証明，図示などは省略

!

(1) ア：12 イ：30

(2) ウ～エ：(3; 2; 0) オ：53

(3) カ：0 キ～ク：4 sin3 µ+ 2sin2 µ¡ 3 sinµ¡ 1 = 0 ケ：1 +
p
5

"

(1) コ：b サ：a

(2) cn = an，dn = ¡bn

(3) シ： 1
2
ス： 1

2
セ： 1

2
p
5
ソ： 1

2
p
5

(4) タ：
p
5

#

(1) チ：27 ツ：0 テ：27 ト：¡32

(2) ナ～ニ：¡32 · y · 32

(3) ヌ～ネ：¡32 · y · 32

(4) ノ～ハ：¡13 · y · 0

(5) ヒ～フ：¡13 · y · 27

$

(1) ヘ～ホ：¡1<m< 3

(2) マ：2 ミ：12 ム：52

(3) メ：¡15 + 8
p
3

(4) 計算過程は省略


